
「ワクワクする農業
と地域の未来を」

～データ×現場×専門性で
“実装”するJA農業コンサルティング戦略～

JA晴れの国岡山 角谷雅友



JA晴れの国岡山の現状と課題
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取扱高合計
274億4,738万円

令和5年度から
17億7,165万円

増加

米 販売取扱高
72億7,222万円

令和5年度から
21億3,201万円

増加

JA晴れの国岡山 特産品マップ 令和6年度販売品取扱高



JA晴れの国岡山 米検査数量

令和6年の米検査数量は
前年対比14.5％減（64,929俵減）

県内外の卸業者の
買い付けによる
検査数量の大幅減！
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岡山県の農業経営体数の変化
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農産物販売金額 経営耕地面積

302

538 602

30.4 33.8
43.9 49.8

3.2
6.1 9.3

15.0

小規模から大規模、法人すべて
の経営体に「必要とされ続ける
存在」へ

（％）



クロスSWOT分析

強みを活かして、機会をつかみ、

弱みと脅威にどう対応するか

強み（S） 弱み（W）

・信用・共済・営農・経済事業の部署

の専門性

・部門ごとの縦割構造により、他部門、

他部署の取り組みや情報が共有され

にくい

機会（O） S×O（強み×機会） W×O（弱み×機会）

・県内の営農データを統合してデータ

に基づいた営農支援や戦略立案

・スマート農業技術の導入促進によ

る効率化の可能性

・データ分析を活用して、収益性

向上を実現する「スマート営農

支援モデル」構築

・データ統合を活用して、各地区

の強みを組み合わせた「情報共

有システム」構築

脅威（T） S×T（強み×脅威） W×T（弱み×脅威）

・卸業者の集荷数量が増え、JAの集荷

シェアが低下

・銀行などの農業参入により、金

融・営農分野での競争激化

・地銀、卸業者ではできない、JA

各事業の専門性の融合した農業

の全工程を理解したコンサル

ティング体制の構築

・内部連携を強化し、地域ごとの

特色を失わない運営モデルを再

設計



JAプラットフォーム構想
～部署横断・地域横断で“共創する組織”へ転換する～

本店

各部署

アグリセンター

等営農部署

各統括本部

支店

JAプラットフォーム
（情報共有システム）
を構築・整備
情報共有・推進

「情報が各地域、担当者に閉じ
る」問題を解決し、管内全域で循
環する“学習するJA”へ！

JAの強みを単なる“共有”だけでな
く全員で磨き上げ、管内全域で活
かす仕組み作りを！



JAコンサルティング構想
～地銀・卸業者には決して模倣できない

データ×現場×専門性の融合～

取組① コンサルティングチームの創設

生産から売上までの工程、コスト構造、設備投資計画等、
農家の経営全体をワンストップで伴走できる体制を！

データ
営農・販売・購買・税務・
財務・資金調達 等

現場
営農指導・面談・
現場診断 等

専門性
技術・金融・流通・
補助金・組織経営 等

（JAプラットフォーム）



取組② スマート農業・省力化への“実装支援”モデル

区分 計

データを活用した農業を行っている（複数回答）

データを活
用した農業
を行ってい
ない

小計

気象・市況
等のデータ
を見て農業

農作業履歴
等のデータ
をパソコン
等で記録

機器・セン
サーを用い
て生育状況
等のデータ
を計測・取
得し分析

データ分析
を活用した
営農上の
サービスや
サポートを
利用

総数 100.0 31.1 27.5 10.3 5.5 2.4 68.9
個人経営体 100.0 30.2 26.9 9.5 4.3 2.1 59.8
法人経営体 100.0 59.5 46.4 35.2 23.9 11.1 40.5

（％）

今後データ活用の必要性は「必須インフラ」に！
データに基づくコンサルティングで、
「失敗の再現性」を避け、「成功の再現性」を！

【岡山県のデータを活用した農業を行っている経営体数】



JA晴れの国岡山の目指す姿
・農業経営体の収支改善の実現
・組合員・農業経営体との信頼関係の再構築、関係強化
・他業態には模倣できないJAの競争優位性の発揮。
・部署間連携の深化、職員育成、組織力強化。

「農業経営全体をデザインするJA」への変革を行い、
ワクワクする農業と地域の未来」を！



ご清聴ありがとうございました。


